


するりんの使いかた

背抜き・圧抜きに 身体の移動に

するりんは腕にはめて使います。肩甲骨や仙骨など体重がかかる部位は
揃えた腕の中心に、体重がかかる場所を乗せて使用します。

臀部に差し込む際は
  腕をまっすぐに固定して  

  上半身を使って押し込みます  

  背上げ・下げを行った後、
  マットと身体の間に手を入れ
  優しくなでます。
  上げた際は腰から上に、
  下げた際は頭側から腰へなでると
  違和感を感じにくくなります。

  体位変換を行い、クッションの
  当て方が変わったときは、
  身体とクッションの間をなでます。
  また、クッションとマットの間も
  なでてあげると身体とクッションが
  なじみ、安楽な姿勢になります。

身体を移動させる際
  2 人で同時に身体を手前に引くなど  
  ＂持ち上げない＂工夫をすることで  

  筋緊張の予防につながります  

  両腕にするりんを装着し
  揃えた手の平の中心に肩甲骨や
  仙骨など体重のかかる場所が
  乗るように差し込みます。

  また、差し込んだ状態でケアする方の
  落としていた腰を上にあげるだけで
  ケアされる方の姿勢を
  簡単にくるりん︕と変えることが
  でき、両者の負担軽減になります。

人の身体が背上げや体位変換で動くとき…

この＂圧＂と＂ズレ＂が身体にかかり続けると、とても苦痛です。

場合によっては褥瘡 ( 床ずれ ) の原因となる可能性があります。

するりんで圧やズレを取り除くことで、ケアをされる方が安楽に暮らせる

ことはもちろんケアをする方の負担の軽減や、腰痛予防にもなります。

ケアを行う際は、声かけをしながらゆっくりと身体等をなでることで

心身ともに快適な療養生活を送ることができます

必ず＂圧＂と＂ズレ＂が発生します。


